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主 題 聖 句

詩編１００編3節

予 定

7 月 日 曜 備 考

1 水

2 木 午 前 中 礼 拝 後 降 園

3 金 休　園

10 金 全園児12時45分降園

13 月 全園児12時45分降園

15 水 ８月誕生会

17 金 9 時 30 分 ～

21 火 11 時 30 分 降 園

22 水 11 時 30 分 降 園

８ 月 27 木 11 時 30 分 降 園

28 金 11 時 30 分 降 園

29 土 詳 細 後 日

ラ ン チ

こひつじ

歯みがき指導

7 火

14 火

　

・自然事象と防災に関心を持つ

　個人懇談の日はありません。夏のこひつじは後日配布の別紙の通り

予 定

7月誕生会

7　月　の　予　定

やってみる

・暑さに留意し、夏の生活を送る

・友だちと共に好きな遊びをたっぷり楽しむ

ね が い

主はわたしたちを造られた。わたしたちは主のもの、
その民、主に養われる羊の群れ。

・夏の自然にふれ、様々な活動に取り組む 今月の聖句の箇所、詩編には神さまを賛美する詩がたくさん
あります。１００編の最初は「全地よ、主に向かって喜びの
叫びをあげよ」と始まります。それは、「すべての人よ、神
さまに向かっていつでも喜んで讃美しましょう」ということ
です。そして今月の聖句「神さまは私たちを造られ、私たち
をいつまでも愛してくださっている」と続くのです。
毎朝、保育者がそろってお祈りの会をしています。その時に
讃美歌を歌っていると、小鳥が一層大きな声で鳴きます。
時々、思わず微笑んでしまいます。小鳥たちはなんだか、
「ぼくたちも神さまに創られたんだよ」と歌っているかのよ
うです。それと同じように、海の中の魚も、森や木や草、動
物たちもみんな神さまがつくってくださったものです。わた
したちも神さまに創られ育った仲間たちなのです。お互いみ
んなで大切にしましょう。

子どもたちは、毎週の合同礼拝で、聖書の話を聞きます。
幼い時に神さまに出会い、目に見えない大きな存在に愛され
守られていることを知るということは素晴らしいことです。
聖書の「ことば」は生きて働きます。
今、子どもたちには意味がわからないことがたくさんあるか
もしれませんが、心の内にみ言葉が宿り、人生のある時に
はっきりとその意味を知り、生き生きみことばが働くことを
信じています。
　
　　　　神さまがつくられた
　　神さまがつくられた　この地球
　　太陽も　空気も　山も川も
　　　　神さまがつくられた　この命
　　　　魚も小鳥も　わたしたちも
　　神さまがつくられた　ものすべて
　　大切にします　いつまでも

創立記念感謝礼拝

年　少（つくし組）年　中（もみじ組）年　長（ひまわり組）

サマースクール

14日（火）まで

もみじ組

つくし組

創立記念日

個人懇談　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個人懇談

第一学期終業式

サマースクール

のげやまフェスティバル

緑陰保育

緑陰保育

楽しく踊ったり、合奏したりしながら、自分た
ちの思ったように表現する。

わからないことや、不思議に思ったことを調べ
る。

楽しく水あそびする。

外で遊び、心地よさを感じる。

これまでのあそびに変化をつけたり、工夫して
友だちとのあそびを楽しむ。

たなばたを通して、天体や宇宙に興味・関心を
持つ。

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすることの楽
しさを知る。

発見したことや思ったことを先生や友だちに伝
える。

好きな場所で安定して遊ぶ。

絵本や紙芝居に親しむ。

簡単なルールのある遊びに参加し、先生や友だ
ちと一緒に楽しむ。

たくさん遊んだら、静かに休む。

水に親しんで遊ぶ。

自分で脱いだものの始末をする。

絵本や紙芝居に親しむ。
自分のことは、自分でし、脱いだものはきちん
と始末する。

動植物の世話をする。

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりする。

一学期に遊んだおもちゃや、ロッカーの整理を
する。

平和について身近なことから考える。

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりする。

平和について身近なことから考える。

夏休みの来ることを楽しみにし、どうやって過
ごしたらよいか話し合う。

平和について身近なことから考える。

自分でできることは自分でやろうとする。

一学期に遊んだおもちゃやロッカーをきれいに
する。

絵本や紙芝居に親しむ。

保育者や友だちと一緒に遊ぶ中で安心感をも
つ。

水に親しんで遊ぶ。

夏の生活の仕方を知る。

たくさん遊んだら、静かに休む。

新しい歌をうたったり、手あそびをしたりして
楽しむ。


